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令和２年度 事業報告 
 

<令和２年度西区社会福祉協議会の取組>  
 
令和２年度は、災害ともいえる新型コロナウイルス感染拡大により、私たちの日々の暮らしは大きく変化しま

した。私たち区社会福祉協議会の事業も含め、様々な地域で取り組まれていた福祉活動も縮小や休止を余

儀なくされる状況となっています。  

このコロナ禍で人と人との繋がりが薄れていく中、生活に関する不安や長期化する自粛生活等から困りごと 

が声として上がるようになり、これまでは見えてこなかった課題が表面化してきています。 

西区社協では、この顕在化した区内の生活課題を捉えるとともに、地域で取り組まれている見守り活動や支

えあい活動の在り方を検討し、生活支援体制整備事業や生活困窮者への対応等に積極的に取り組みました。 

また、地域活動については「今できる形の活動」への再開へ向けて、地域の皆さまや関係機関の方々と進め

ました。 

各分科会の開催や研修会、講演会等につきましても感染拡大防止のためオンラインでの発信や DVDでの 

報告等を実施しネットワークの構築に努めました。 

 

 

 Ⅰ 地域における支え合いの仕組みづくりの支援 （重点項目）                               
 

１ 生活支援体制整備事業の推進                       

地域包括ケアシステムの構築に向け、区役所や地域ケアプラザとともに、「誰もが住み慣れた地域で生きがいや役

割を持ちながらいきいきと暮らし続けられるよう、地域、NPO、社会福祉法人、民間企業等の多様な主体が連携・協力

した地域づくり」を目指しました。 
 

（１） 第２層生活支援コーディネーターとの連携及び支援 

①西区生活支援コーディネーター連絡会の実施 

 各地区や地域ケアプラザ内での進捗状況確認並びに区域での連携した地域づくりに向けて検討しました。 

日 程： 原則毎月第２水曜日（年12回） 

場 所： 西区福祉保健活動拠点「フクシア」 

参加者：生活支援コーディネーター、区役所職員 

内 容： 生活支援体制整備事業推進のための情報共有や意見交換  

②第２層協議体等への出席 

各地域ケアプラザでの課題解決に向けた検討会や新たな資源開発に向けた協議体等に参加しました。 

１０事業 計３６回 
 
（２） 第１層生活支援コーディネーターの取り組みについて 

  ①事業推進に向けた地域ケアプラザ・区役所との協働 

以下の会議の運営に携わりました。また、地域ケアプラザにおいて全職種で連携し事業推進するため、地域ケ 

アプラザ版推進会議に参加協力しました。 

１）区レベル推進会議の開催  ２回 

２）各地域ケアプラザレベル推進会議への参加 １２回 

３）市レベル推進会議への出席 １２回 

４）第１層コーディネーター連絡会への出席 １２回 
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②介護予防・生活支援サービス補助事業の支援 

１）運営団体の支援 

    状況の把握と活動推進に向けて、運営団体と関係機関で検討を行いました。 

 第１回 第２回 

日時・場所 ６月１１日（木） ・ 西区役所 １２月１８日（金） ・ ばぁばの家あさだ 

参加者 ばぁばの家あさだ、藤棚地域ケアプラザ、 

宮崎地域ケアプラザ、区、区社協  計７名 

ばぁばの家あさだ、藤棚地域ケアプラザ、 

宮崎地域ケアプラザ、区、区社協  計９名 

内 容 現状・課題の共有・今後の推進に向けて 取組状況の振返り・今後の推進に向けて 

  

③ハマボノ（ヨコハマプロボノ）を活用した地域活動支援 

  ハマボノのしくみを活用し、地域ケアプラザと共に次の取組を進めました。 

１） 団体名： 移動支援バス「おでかけ３」実行委員会 

 テーマ： ホームページの作成 

     ２） 団体名： ばぁばの家 

       テーマ： 活動運営マニュアルの作成 

 

④“つながり”が生み出す にこやかな暮らし２０２０～身近な地域の取組紹介～開催 

体制整備事業として新たに立ち上がった２つの取組事例の紹介を通し、広く地域に周知し新たな資源開発に 

つなげるきっかけづくりとして開催しました。 
 

日にち： １１月２７日（金） １４：００～１６：００ 

講 師： 菱沼幹男氏（日本社会事業大学社会福祉学部准教授） 

内 容： 導入講話 

取組紹介 （伊勢一サロン/ 藤棚ハイツ支援の会） 

            生活支援コーディネーター紹介 

      主 催： 区社協・区役所・区内地域ケアプラザ 

実施方法： 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、開催当日に 

無観客での実施に変更して実施 

      （当日はビデオ撮影し、WEB講演会として配信すると共に 

参加予定者へＤＶＤを送付しました） 
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 ２ 身近な地域のつながり・ささえあい活動推進事業の推進                                
 
全職員がコミュニティソーシャルワークの視点で個別課題の発見と地域支援体制づくりを目指して業務に取り組みまし

た。また、地域ケア会議へ参加し、地域ケアプラザや区と共に課題共有や解決に向けて取り組みました。 
 

（１）個別ケースの発見と対応 

区社協が行う個別支援事業（あんしんセンター、生活福祉資金、ボランティア、送迎サービス、移動情報センター）

では他業務担当や地区担当との連携により、困難を抱えた方の課題解決に向け取り組みました。 

また、地域包括支援センター定例カンファレンスや地域ケア会議等に出席し把握した困難ケースについて、職員会

議等で年間を通じて随時協議を行いました。 
 

 

 ３ 地区社協活動の推進支援                                             
 
地域福祉活動の中核を担う地区社協が地域の様々な活動団体の協議体としての役割を発揮し、地域課題の解決

に向けた活動が展開できるよう、地区社協の組織運営や活動の支援、研修、助成を行いました。 
 

 

（１） 地区社協活動の運営・活動支援 

①地区社協研修の実施  

   １） 地区社協研修会 [区社協主催研修] 

地区社協の体制強化や活動の充実に向けて、つぎの研修を開催しました。 

月日 ・ 場所 内 容 開催方法 

１１月２７日（金） 

「フクシア」 

【地区社協分科会・生活支援体制整備事業 共催】 

つながりが生み出すにこやかな暮らし２０２０～身近な地域の

取組紹介 

<講師>：菱沼幹男氏（日本社会事業大学社会福祉学部准教授） 

<内容> 発表団体 ①伊勢一サロン ②藤棚ハイツ支援の会 

オンライン配信 

 

 
※よこはま地域福祉フォーラム、よこはまの地区社協全体会、にこまち講座については、新型コロナウイルス 

感染拡大防止のため実施いたしませんでした。 

 

②地区社協活動費の交付・助成 
地区社協活動の充実に向け、安定した財源を確保するために助成金を交付しました。 

  
<地区社協助成金> 

  項  目 内 容 財源 

【活動運営費】 

 

 ３００ 千円  

 ２１０ 千円 

 １５９ 千円 

６地区 

６地区 

６地区 

市社協補助金 

共同募金配分金 

賛助会費還元金 

【活動事業費】 

 地区社協事業 

 親子ふれあい会事業 

 地区社協研修費 

 高齢者見守り活動交流会 

 

１,５５０ 千円 

７５ 千円 

３０ 千円 

１８ 千円 

 

６地区 

３地区 

1地区 

２地区 

 

共同募金配分金 

共同募金配分金 

共同募金配分金 

共同募金配分金 

【小地域活動応援金】 ９００ 千円 ６地区 福祉基金 

【年末たすけあい募金配分】 ６００ 千円 ６地区 年末たすけあい募金助成配分 
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③地区アセスメントシートの活用 
地区社協支援に向け、地区ごとの社会資源や情報を集約したデータを更新し、区・地域ケアプラザと共有･活 

用しました。 

 

（２）地区社協分科会の開催 

地区社協の体制強化や活動の充実に向け、地区社協会長・地区社協事務局長等を対象とした分科会を開 

催し、地区社協間の情報交換や課題検討等を行いました。１８区の地区社協代表者で集い、地区社協活動の 

活性化に向けて話し合う場「地区社協検討会」と連動し分科会活動を進めました。 （詳細はＰ２４） 

 

 

 

 ４ 地域ケアシステムの推進支援                                     
 

（１） 地域ケア会議への参加 

各地域ケアプラザで開催された地域ケア会議に出席し、具体的対応についてのケース検討を行いました。 

【身近な地域のつながり・支えあい活動推進事業へも記載】  

 

（２） 地域ケアプラザ との連携 

①地域活動交流コーディネーター連絡会の開催 

地域ケアプラザと連携した地域支援を進めていくために、地域活動交流コーディネーター連絡会を開催し、地 

域情報等の共有や情報交換などを行いました。 

開催ケアプラザ 月日 内 容 
出席 

職員数 

宮崎地域ケアプラザ 
7月27日（月） 地域ケア会議(包括レベル) １名 

3月26日（金） 地域ケア会議(個別レベル) １名 

戸部本町地域ケアプラザ 
10月12日（月） 地域ケア会議（包括レベル） 2名 

区役所 11月13日（金） 地域ケア会議（区レベル） 書面開催 

 月日 ・ 場所 内 容 人数 

４月２４日（金） 

西区役所 
緊急事態宣言に伴い中止 ― 

５月２２日（金） 

宮崎地域ケアプラザ 
緊急事態宣言に伴い中止 ― 

６月２６日（金） 

戸部本町地域ケアプラザ 
○自主事業、貸室状況等について意見交換 

○研修計画について 
８名 

７月３１日（金） 

浅間台地域ケアプラザ 

○グラフィックレコード研修について 

○サブコーディネーター研修企画について 

○にこまちプラン 子ども向け啓発事業 について 

○コロナ禍におけるボランティア活動へのヒントについて 

８名 
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②地域ケアプラザサブコーディネーター研修の開催 

地域活動交流部門のスキルアップと、区内地域ケアプラザ間の連携や交流を目的に企画しましたが、新型コロナ

ウイルス感染拡大防止のため次年度へ延期となりました。 

 

 ③地域ケアプラザ所長会への参加 

区役所、区社協、地域ケアプラザとの情報交換を目的とした西区地域ケアプラザ所長会に事務局長が参加しまし

た。（年６回） 

 

 

 

 

８月２８日（金） 

西区福祉保健活動拠点 
「フクシア」 

○自主事業／貸室のコロナ対応について 

○第4期にこまちプラン策定スケジュールについて 

○コーディネーター研修について 

６名 

９月２４日（木） 
西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

○コーディネーター研修 「グラフィックレコード研修」打合せ 
○サブコーディネーター研修企画について 

６名 

９月２５日（金） 
西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 
○「グラフィックレコード研修」 １１名 

１０月２３日（金） 

西区役所 

○自主事業／貸室のコロナ対応について 

○サブコーディネーター研修企画について 

○にしく元気プロジェクトについて 

○グラフィックレコード研修 ふりかえり 

９名 

１１月３０日（月） 

区役所前広場 

○にしく元気プロジェクト 

 区内４ケアプラザの PR およびケアプラザで活動するボランテ

ィアによる手芸作品の展示とバザー販売 

５名 

１２月２５日（金） 

藤棚地域ケアプラザ 

○自主事業、貸室状況等について意見交換 

○サブコーディネーター研修について 

○にしく元気プロジェクト ふりかえり 

５名 

１月２２日（金） 

戸部本町地域ケアプラザ 

○自主事業、地域活動状況等について意見交換 

○第4期にこまちプランについて 

○助成金／寄付物品 情報提供 

○次年度の地域活動交流連絡会のあり方について 

８名 

２月２６日（金） 

戸部本町地域ケアプラザ 

○各ケアプラザボランティア交流会について意見交換 

○第4期にこまちプランについて 

○寄付物品 情報提供 

○次年度の地域活動交流連絡会のあり方について 

７名 

３月２５日（木） 

宮崎地域ケアプラザ 

○次年度事業について 

○にこまちプラン 子ども向け啓発事業 ふりかえり 

○ボランティアセンター事業について 

７名 
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 Ⅱ ボランティア活動の推進・支援（重点項目）                    
          

 １ ボランティア活動に関する相談・登録・調整・情報提供                      
 

（１） ボランティア相談・登録・調整 
ボランティアを必要としている方とボランティア活動をしたい方からの相談を受付け、相互の調整を図りました。

活動後に双方へ聞き取りを行い、継続的な依頼・活動につなげました。 
   
① ボランティア登録 

ボランティア活動を希望する個人及びグループに登録を依頼し、ボランティア講座の情報提供やニーズ紹介を

行いました。 

 個人 （人） ボランティアグループ 

男性 女性 計 グループ数 人数 

新規登録者（R２） １０ ２７ ３７ ５ １３８ 

前年度新規登録者 ２１ ３０ ５１ ９ １２０ 

累 計 

（R３年３月末現在） 
１０１ １３２ ２３３ １１８ ２３６８ 

 
② 単発依頼 

 
依頼 
件数 

紹介 
件数 

調整中 
調整 
つかず 

取り下げ 
紹介 
人数 

調整数 対応率 
前年度 
対応率 

児童 ３ ２ ０ ０ １ １ ２ ６７％ ７１％ 

障害 １５ １４ ０ ０ １ １２ ２４ ９３％ ６２％ 

高齢 １０９ ９４ ４ １ ９ １７３ １１１ ８６％ ９０％ 

外国人 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ - - 

限定せず ４ ３ ０ １ ０ ５ １０ ７５％ １００％ 

その他 ５ ４ ０ ０ ０ ８ １０ ８０％ ８８％ 

R２合計 １３６ １１７ ４ ２ １１ １９９ １５７ ８６％ ８７％ 

R元合計 １５７ １３６ ４ ６ ７ ２７８ ２９８   

比較増減 △２１ △１９ ０ △４ ４ △７９ △１４１   

 
③ 継続依頼 

 
依頼 
件数 

紹介 
件数 

調整中 
調整 
つかず 

取り下げ 
紹介 
人数 

調整数 対応率 
前年度 
対応率 

児童 ２ １ １ ０ ０ ４ １２ ５０％ ３３％ 

障害 ６ ３ ３ ０ ０ １３ ２６ ５０％ ５０％ 

高齢 ９ ５ １ ０ ２ ４ １３ ５６％ ７５％ 

外国人 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ - - 

限定せず ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ - ５０％ 

その他 ２ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０％ ０％ 

R２合計 １９ ９ ６ ０ ２ ２１ ５１ ４７％ ５５％ 

R元合計 ３８ ２１ １３ ２ １ ６５ １２４   

比較増減 △１９ △１２ △７ △２ １ △４４ △７３   
  
 

（２） ボランティアニーズの把握 
ボランティア活動を希望する方への情報提供のため、地域ケアプラザや特別養護老人ホーム等にボランティア

募集状況等の聞き取りを行いました。 
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（３） ボランティアセンター情報の発信 
ボランティア活動に関する情報をまとめ提供(発信)しました。  

 
 
 ２ ボランティア・市民活動への育成・支援                                
 

（１） ボランティア活動者の育成  

① ボランティア活動についての啓発 
   ボランティア活動・地域活動への参加を促すことを目的に企画・実施しました。 

                             
 

（２） ボランティア活動者の育成  
 ① ボランティア活動保険等の受付 

安心してボランティア活動が行えるよう、ボランティア関係の保険についてご案内と受付を行いました。 

保険名 ボランティア活動保険 
ボランティア活動 

行事用保険 
福祉サービス総合補償 

Ｒ２年度（件数） 
７２ 

（うち天災プラン１２） 
１２３ ６ 

Ｒ元年度（件数） 
１１５ 

（うち天災プラン３５） 
２２９ ５ 

比較増△減 △４３ △１０６ △１ 

 
※上記の他、ボランティア活動者の支援に向けた 『ボランティア交流会』 や『ボランティアの学び舎シリーズ』
の各種講座は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止いたしました。 

区社協広報紙  

「もくせい」 

区民に福祉への理解や関心を深めるため、区社協事業や地域福祉活動・ボランティア活動

を紹介しました。 

年２回発行、各４３，５００部。タウンニュース紙面上に掲載。その他関係機関に送付。 

西区ボランティア 

センターニュース 

「花スイセン」 

ボランティア募集情報やボランティア各種講座のお知らせ、ボランティア団体の活動紹介

などを掲載しました。 

年４回発行、各８００部。登録ボランティア及びその他関係機関、区社協会員に送付。 

ホームページ 
ホームページ内で、ボランティアニード情報、講座・イベント情報の専用ページを設け、ボラ

ンティア募集や助成金の案内など随時最新情報を掲載しました。 

 月日 ・ 場所 内 容 人数 

秋季 
手話入門連続講座 

 「手話サークル西」と共同開催 

※新型コロナウ

イルス感染拡大

防止のため、R3

年度へ延期 

１０月２０日（火） 

にしとも広場 

「知りたい！ 聞きたい！ 始めたい！ボランティア入門講座」 

自己紹介、ボランティアのイロハ、「車いすの押し方を学ぶ」から学

ぶ、ボランティア保険紹介、実際の活動紹介 

６名 

1月15日（金） 

福祉保健活動拠点 

フクシア 

「つながる！ボランティア入門講座」 

※上記入門講座と、退職後またはこれから定年を迎える男性などを

対象に、地域での仲間づくりやボランティア活動へつながるきっかけ

づくりとして例年開催する『ハマのオヤジゼミナール』事業と兼ねて企

画しました。 

※新型コロナウ

イルス感染拡大

防止のため、R3

年度へ延期 
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（３） フードドライブ活動（食料支援）の推進  

  各家庭にある使い切れない未使用食品について、食品を必要としている団体にお渡しする「フードドライブ」活動を

実施しました。 

 寄附受付期間 寄付件数 
 

配分団体数 主な配分先 

第１回： ７月１日～７月１５日 ９件（1７３点） ５団体 
高齢者食事会、多世代交流サロン、認

知症カフェ、こども食堂、青少年支援施

設等 

第２回： １２月１日～１２月１５日 １７件（３４３点） ９団体 

第３回： ３月１日～３月１５日 １９件（１７６点） ９団体 

合計 ４５件（６９２点） ２３団体  
 
 ※今年度より、資源循環局西事務所のフードロス活動と連携をして実施しました。 
 

（４） ボランティアセンター機能の強化 
① 職員のスキルアップ 

各種研修や勉強会等に職員が参加するほか、毎月１回程度職員間でのミーティングを行い、ボランティア活動

やニーズ収集・対応、ボランティア団体との関係構築等のスキルアップにつなげました。 
 

② ボランティアセンター運営委員会の開催 

  ボランティアセンター業務の運営、ボランティア活動の振興、寄附金品の受付・配分等を審議するため、ボラン

ティアセンター運営委員会を２回開催いたしました。（詳細は P２６参照） 

 

（５） ボランティア・市民活動分科会の定例開催 
区社協会員のボランティアグループ・市民活動団体同士の情報交換と、区社協からの情報提供を行うために、コロ

ナ禍の情勢を見ながら開催しました。 （詳細はＰ２５参照） 

 
（６） 善意銀行の運営                                           

区民の団体や個人の方からの寄付金品を受け付け、寄付者の意向に基づき地域の福祉活動等のために活用し

ました。ボランティアセンター運営委員会において審議の上配分をしています。 
 

  ① 寄託 

内 容 件数 合計 

金銭寄付 １７件 １０，１７４，１８６円 

物品寄付 １９件 
車椅子、除菌スプレー、マスク、カレンダー 

タオル、文具 他 

（詳細はＰ３３ 別表５を参照） 
 
  ② 配分 

内 容 件数 合計 

金銭配分 １２４件 

・ジョンソン株式会社寄付金配分金 

@50,000×47団体=2,350,000 

@70,000×76団体=5,320,000 

区社協（ふれあい会53団体支援・事務費含む） 

配分金合計 10,000,000円 

物品配分 １３１件 
福祉関係施設、ボランティアグループ 

当事者団体等へ配分 
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 ３ ボランティア・市民活動への財政支援                             
 

（１） 西区社協ふれあい助成金 

より豊かな市民社会の実現のために、市民の自発性のもと、西区内もしくは横浜市内で行われる非営利な地域

福祉推進事業や障害福祉推進事業の支援を目的として実施しました。配分については、助成金等審査委員会に

て審議し決定しました。 

 

  助成区分 件数 金額 

要援護者支援区分（集いの場活動） １７件   １,５６６,０００円 

要援護者支援区分 （家事・生活支援活動） １件     １６０,０００円 

要援護者支援区分（配食活動） ２件     ３２０,０００円 

障害児者支援区分（当事者活動） ５件 ３３５,０００円 

障害児者支援区分（宿泊・日帰りハイク活動） １件 ５０,０００円 

障害児者支援区分（視覚聴覚障害者支援活動） 1件 ５０,０００円 

福祉のまちづくり区分 1１件 ３８０,０００円 

健康増進区分 １件 １０,０００円 

新規立ち上げ区分 １件 ４０,０００円 

合  計 ４０件 ２,９１１,０００円 

（詳細はＰ２９別表１を参照） 

   

（２） 西区社協会員助成金 
 区社協正会員が行う地域福祉活動及び地域における公益的な取組に対して助成金として配分しました。 

配分については、助成金等審査委員会にて審議し決定しています。  

  助成区分 件数 金額 

地域福祉・地域貢献事業助成 ２件   ２００,０００円 

合  計 ２件 ２００,０００円 

（詳細はＰ３０別表２を参照） 

（３） 年末たすけあい募金の配分 
地域の皆さまの協力により集まった「年末たすけあい募金」を、西区内における年末時期の様々な福祉活動に活

かし、福祉のまちづくりを推進するため、助成金として配分しました。配分については、助成金等審査委員会にて審

議し決定しています。 

 

助成区分 件数 金額 

年末たすけあい募金助成金 １１件  ８１５,０００円 

（詳細はＰ３１別表３を参照） 
 
 
 
 
 



 10 

 

（４） にこまち助成金の配分 

   横浜市に寄附された約１億円を財源とし平成２２年に設置された「にこまち基金」事業として、にこまちプラン 

(西区地域福祉保健計画)」を推進していく活動を支援するため、つぎの団体へ助成しました。 

 （①申請金額が５万円以下のもの（会長決裁で決定） ②申請金額が５万円を超えるもの（審査委員会） 

申請区分 団体数 助成金額 

Ａ区分 （まちづくり） ７団体 
<申請金額５万円以下>：    ４団体    １７０，０００円 

<申請金額５万円を超える>：  ３団体    ７１８，０００円 

Ｂ区分 （サービスづくり） ６団体 
<申請金額５万円以下>：    ３団体    １５０，０００円 

<申請金額５万円を超える>：  ３団体    ５１０，０００円 

Ｃ区分 （人づくり） ０団体 
<申請金額５万円以下>：     －        － 

<申請金額５万円を超える>：  －        － 

合 計 13団体 １，５４８，０００円 

（詳細はＰ３２別表４を参照） 

 

 

 

Ⅲ 災害ボランティアネットワークの推進 （重点項目）                
  

 １ 『西区災害ボランティアネットワーク』の推進                                    
  
（１） 災害ボランティア活動者の育成 
災害ボランティアネットワーク会員のスキルアップを目的とした総会・定例会の開催、横浜市西区災害ボランティア 

ネットワークの運営支援を行いました。新型コロナウイルス感染拡大防止のため講座等の開催は中止となりました。 

<定例会等の開催協力> 

 

月日 内 容 人数 

６月２０日（土） 定例会 ５名 

７月１８日（土） 定例会 ４名 

書面審議 総会    ※賛成多数により可決しました  

８月１５日（土） 定例会 ５名 

９月１９日（土） 定例会・市民防災センター見学会 ８名 

１０月１７日（土） 定例会 ７名 

10月21日（水） 第一学院高校との連携打ち合わせ ８名 

１０月２９日（木） 県立横浜平沼高等学校 地域貢献デーへの協力「防災学習」 
新型コロナウイルス感染拡大

防止のため中止 

１１月２１日（土） 定例会  ７名 

１２月１９（土） 定例会 ７名 

１月１６日（土） 定例会  緊急事態宣言発出のため中止 

２月２０日（土） 定例会  ６名 

３月２０日（土・祝） 定例会  ５名 
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 Ⅳ 福祉啓発・福祉教育の推進                             
  

 １ 福祉啓発・福祉教育の推進                                    
 

（１） 企業の地域貢献活動の支援 
  地域貢献活動を希望する企業からの相談を受け、区、地域ケアプラザと共に対応しました。企業側の活動提案と、
区社協からは地域のニーズを伝え、今後の取組について検討を進めました。 

   

（２） 福祉教育活動の相談調整 
学校等からの相談に対応し、講師として協力したほか、講師紹介等を行い協力しました。  

 

（３） 福祉教育機材の貸出 
学校・職場で福祉体験を行う際の車椅子等の備品を必要とする方へ貸し出しました。また、障害者施設の就労

支援の目的も兼ね、ＮＰＯ法人無限夢工房に車椅子の点検・清掃作業を年間を通して委託しました。 
                                                             （件数） 

機材名 車椅子 
高齢者疑似
体験セット 

妊婦体験 

セット 
アイマスク 白杖 点字器 

ユニバーサル
デザイングッズ 

Ｒ２年度 ２９ １ １ ５ ３ １ ２ 

Ｒ元年度 ４８ １５ ２ ４ ４ ２ ４ 
 

（４） 福祉教育の理解促進 
   先生のための福祉講座（１８区社協共催）の開催 

教員を対象に地域福祉や当事者への理解を深め、今後の学校教育に活かせる視点や手法等を修得することを

目的に、横浜市教育委員会、横浜市社協及び１８区社協合同で講座を企画していましたが、新型コロナウイルス

感染拡大防止のため中止となりました。  
 
（５） 社会福祉士相談援助実習の実習生の受入 
   福祉分野で活躍する人材育成を目的に、社会福祉士資格取得を目指す実習生を受け入れ対応しました。 

実習期間： ９月１１日～１０月２３日 

実習時間： 計２４日間・１８０時間 （うち１日は市社協で受入） 

実 習 生： 日本社会事業大学３年生 １名 
 

 

 Ⅴ 総合相談                                       
 
 １ 地域における権利擁護事業（あんしんセンター事業）の推進                       

判断能力や身体能力が不十分な高齢者や障害者が安心して日常生活を送ることができるように支援するため、

権利擁護に関する相談に対して、関係機関と連携を取りながら対応しました。また、福祉サービス利用援助、定期

訪問・金銭管理サービス、財産関係書類等預かりサービスを契約に基づき実施しました。 
 

月日 依頼者 内 容 延べ参加者数 

１０月２９日（木） 神奈川県立横浜平沼高校 
地域貢献デー 

（共同募金運動、災害ボランティア） 

新型コロナウイルス感染

拡大防止のため中止 

１１月２６日（木） 横浜市立浅間台小学校 福祉学習（車椅子体験） 約１００名 

１２月２日（水） 横浜市立岡野中小学校 福祉学習（車椅子体験） 約５０名 

未定 横浜市立西前小学校 障害理解（ボッチャ体験） 
新型コロナウイルス感染

拡大防止のため中止 
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（１） 地域福祉権利擁護事業（あんしんセンター事業） 
① 権利擁護に関する相談 

  ア) 件 数 

 
高齢者 障害者 その他 

不明 
合計 

 認知症 その他  身体 知的 精神 

R２年度 ２９ ５ ２４ １９ １１ ２ ６ ４ ５２ 

R元年度 ２８ ４ ２４ １４ ２ １ １１ ２ ４４ 
   
イ） 内 容（複数内容あり） 

内容 

金
銭
管
理
・財
産 

関
係
等
預
か
り 

今
後
の
生
活
設

計 金
銭
・消
費
契
約 

相
続
・遺
言 

家
族
親
類
と
の 

関
係 

財
産
侵
害 

日
常
生
活
上
の 

問
題 

隣
人
知
人
と
の 

関
係 

福
祉
サ
ー
ビ
ス 

利
用 

就
業
関
係 

成
年
後
見
制
度 

そ
の
他 

合 
 

計 

R２年度 ５３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ５５ 

R元年度 ６６ ０ ０ １ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ７２ 

 

② 契約によるサービス（定期訪問・金銭管理サービス・財産関係書類等預かりサービス） 

  ア） 契約件数 

 
契約件数 

新規契約件数 
(他区からの移管含む) 

終了件数 
（他区への移管含む） 

R２年度 Ｒ元年度 R２年度 Ｒ元年度 R２年度 Ｒ元年度 

定期訪問・金銭管理サービス ３５ ３７ ９ １２ １１ １２ 

高齢者 ２６ ２９ ８ １１ １１ ９ 

障害者 ９ ８ １ １ ０ ３ 

財産関係書類等預かりサービス ４ ３ １ １ １ ０ 

高齢者 ３ ２ １ ０ １ ０ 

障害者 １ １ ０ １ ０ ０ 
    終了理由 R2年度 死亡：６、成年後見：３、施設入所：１、本人申出：１ 
                   R元年度 死亡：５、成年後見：６、施設入所：１       

イ） 相談等延べ件数                             

 R２年度 R元年度 比較増減 

契約前対応 

（電話・訪問他） 

電話 ２２１ ２３９ △１８ 

来所 ２ ３ △１ 

訪問 １８ ４４ △２６ 

手続き援助等 ９ ３ ６ 

合計 ２５０ ２８９ △３９ 

契約者対応 

（電話・訪問・各種手続き他） 

電話 ２，４２１ ２，４０２ １９ 

来所 ２０ ２３ △３ 

訪問 ５８３ ５９４ △１１ 

手続き援助等 ２２４ １３０ ９４ 

合計 ３，２４８ ３，１４９ ９９ 

終了後対応 

電話 ２４ ３７ △13 

来所 ０ ７ △7 

訪問 ２ １４ △12 

手続き援助等 ６ ２    ４ 

合計 ３２ ６０ △２８ 
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③ 広報・啓発活動  

  ア） 講座の開催 

区・区社会福祉協議会、区内４地域ケアプラザ（地域包括支援センター）社会福祉士会が連携し、高齢者虐待防

止、消費者被害をテーマに出前出張講座を開催しました。 
 

月日・場所 内 容 人数 

8月8日（土） 

西区役所 

消費者被害防止について 

対象者：西区民生委員児童委員 

新型コロナウイルス感染拡大

防止のため中止し、リーフレット

配架に置き換え 

9月24日（木） 

藤棚地域ケアプラザ 

高齢者虐待防止、成年後見制度について 等 

対象者：藤棚地域ケアプラザデイサービス職員 
２７名 

10月23日（金） 

藤棚地域ケアプラザ 

高齢者虐待防止、擁護者支援について 等 

対象者：区内事業者のケアマネジャー 
１５名 

 
 

④ 西区役所及び地域ケアプラザ（地域包括支援センター）との連携 
 

  ア） 社会福祉士会への参加    

権利擁護事業に関して情報交換を行うため、月１回の会議に出席しました。 
  
イ） 成年後見サポートネット全体会への協力 

西区役所が開催した成年後見サポートネット全体会に１回参加し、事前打ち合わせ、当日運営に協力しました。 
 
  ウ） 区内事業者 新人ケアマネジャー向け研修への参加 

   区内に事務所のある新人ケアマネジャー向けに、あんしんセンター利用の手続きや連携方法について説明しま

した。 
 
エ） ケース検討会等の実施・参加 

契約者への支援方法の確認や情報共有のため、ケース検討会を行いました。（随時） 

 

（２） 市民後見人候補者、受任者への支援     
成年後見制度の利用を必要とする高齢者や障害者の権利を擁護し、地域での生活を身近な市民が支える仕組

みづくりを目指し、養成講座を受講した市民後見人候補者に対してフォローアップを行いました。 
 

サポートネット分科会 

西区役所や区内地域ケアプラザ社会福祉士、市民後見人バンク登録者とともにケース検討を行い、市民後見制

度について見識を深める目的でしたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催は中止となりました。 
 

 
 

 ２ 生活困窮者等支援                                          
 

（１） 生活福祉資金貸付事業 

生活福祉資金：低所得者、障害者や日常生活上療養または介護を必要とする高齢者のいる世帯等に対して、資

金の貸付と必要な援助を行い、その世帯の生活の安定と経済的自立を図ることを目的として実施しました。 

総合支援資金：失業等、日常生活に困難を抱えており、生活の再建のために継続的な相談支援と生活費、一時

的な資金貸付を委託事業として実施しました。 

R２年度は新型コロナウイルスの影響による収入の減少や失業等により生活に困窮し日常生活の維持が困難とな

った世帯を対象として、緊急小口資金および総合支援資金（生活支援費）の<特例貸付>を実施しました。 
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① 貸付件数                            

  
                                     
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
② 相談件数     ※ 特例貸付除く 

 

（２） 生活福祉資金貸付世帯への支援取り組みの実施 
月次報告を基に償還状況を確認、四半期ごとに担当民生委員への残高を確認する書類をお渡ししました。 

生活福祉資金償還滞納ケースについて、担当民生委員と連携を図り対象ケースを整理、把握した世帯の状況

に応じて、継続支援、懇談会等事業の実施、事務移管等の手続きを行いました。 
 

内  容 件  数 

住所不明調査 （あて先不明で返送されてきた 借受者等） １３件 
 

（３） 生活困窮者自立支援施策への対応 
区生活困窮者自立支援事業担当課との情報交換等  

月日 内容 

８月 ３日（月） 特例貸付延長受付にかかる事務の調整 

９月１１日（金） 第４期にこまちプラン各課取組についての意見交換 

相談項目 制度内容相談 貸付相談 返済相談 合計 

資金項目 面接 電話 
その他 
封書等 

面接 電話 
その他 
封書等 

面接 電話 
その他 
封書等 

 

総合支援資金 2 88 9 6 91 63 1 18 149 427 

臨時特例資金 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

緊急小口資金 13 32 7 4 ２５ ７４ 2 16 118 291 

福祉資金（教育支

援資金含む） 
4 47 13 8 15 26 0 29 122 264 

不動産担保 

（要保護含む） 
0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

生活福祉資金 

以外の制度 
16 26 31        

Ｒ２年度合計 35 193 60 18 131 164 3 63 390 1,057 

Ｒ元年度合計 69 471 488 146 228 15１ 7 85 265 1,910 

比較増△減 △3４ △278 △42８ △128 △97 13 △4 △22 125 △853 

新規相談 
相談件数 申請受付件数 

資金項目 

緊急小口資金 

<特例> 
2，416 

延べ 

1，116  

総合支援資金 

<特例> 

延べ 

1，009 

合計 2,416 2,125 

 

新規相談 
貸付決定件数 

 資金項目 

総合支援資金 0 

臨時特例資金 0 

緊急小口資金 ５ 

福祉資金（教育支援資金含む） ６ 

不動産担保（要保護含む） 0 

生活福祉資金以外の制度 - 

合計 １１ 

 

〈新型コロナ 特例貸付〉 
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（４） 食料支援 
   区や個人から要請があった世帯について、状況をヒアリングして必要性を検討し、食糧支援を行っている団体 
  を紹介しました。  

食糧支援団体 件数 

フードバンクかながわ ２９件 

 
 
 Ⅵ 福祉ニーズのある方への支援                          
  

 １ 子育て支援                                              
 

（１） 児童福祉関係分科会の開催 
児童関係団体・施設を中心とした区社協会員の集まりである分科会を開催しました。今年度はコロナ禍の中での

課題や工夫など、それぞれの対応状況について情報共有・意見交換を行いました。（詳細はＰ２５参照） 
 

（２） 子どもの居場所連絡会開催の準備等の実施 
新型コロナウイルス感染拡大の影響に伴い、子どもの居場所連絡会の実施はできませんでしたが、ＮＴＰ児童
のメンバーのみで集まり、今後の開催に向けて意見交換、情報共有を行いました。 

 
（３） 親子ふれあい会への支援 
各地区社協で行われている「親子ふれあい会」に対し活動費を助成しました（財源：共同募金配分金）。 

 

地区名 金 額 

第二地区  ３３，０００円 

第六地区  ４２，０００円 

合 計 ７５，０００円 

 
 ２ 障害児・者支援                                           
 

（１） 出会いの場づくり事業実施に向けた取組 
新型コロナウイルス感染拡大の影響に伴い、事業自体の実施はできませんでしたが、今後の開催方法の検討

として、障害福祉関係分科会の場で、施設と分科会会場をオンラインでつなぎ、当事者の生の声を聴く場を設け

ました。 
 
（２） 西区地域自立支援協議会への参画 

区内の障害関係施設で構成する「西区地域自立支援協議会」の一員として、全体会議（年２回）の他、各種会

議等に参加・協力しました。 

 

 

 

 

 
 
 
（３） 障害者福祉関係分科会の開催 

新型コロナウイルス感染拡大の状況を考慮しながら、障害児者関係団体・施設を中心とした分科会を開催し、 

コロナ禍における工夫や課題など、それぞれの対応状況を情報共有・意見交換を行いました。開催にあたっては、

オンラインを活用し、来会の難しい当事者の方などにも参加できるような環境整備に取り組みました。 

 

参加会議名 内 容 

担当者会議 全参加施設の担当者の集まり 

余暇支援部会 障害児者への余暇支援についての検討（新型コロナウイルスの影響により中止） 

防災会議 災害時対応についての検討・施設見学等（オンライン開催） 
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 ３ 高齢者支援                                              
 

（１） 高齢者福祉関係分科会の定例開催 
高齢者関係団体・施設を中心とした区社協会員の集まりである分科会をコロナ禍の情勢を鑑みながら開催しまし

た。今年度はコロナ禍の中での見守り活動の課題や工夫、高齢者福祉施設の感染予防の取組み、介護者としての

家族の悩みなどの情報共有・意見交換を行いました。 
 

（２） 関係機関との連携 
   担い手から受けた相談について、地域包括支援センターにつなげるなどの連携をしました。 
 
（３）ふれあい会に対する支援 

①「西区ふれあい福祉推進事業」の業務受託 
西区役所からの業務を受託し、“ふれあい会”（高齢者見守り会）の申請・報告（年２回）の受付、確認作業や相

談報告書の作成並びに見守り活動アンケートの実施を行いました。毎年開催しています研修会については、 

   新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催を見送りました。  

ア）報告・申請書類の受付について 

報告・申請書類の受付 

（４月・１０月） 

R元年度報告：５３団体 
R２年度申請 ：５３団体 
相談報告書：１９件 

 

イ）事務説明会 

   毎年４月に提出していただく報告・申請方法等について令和３年３月に説明会を予定しましたが、緊急事態宣言

下でもあり、新型コロナウイルス感染拡大予防のため、書類送付によるご説明・周知といたしました。  
②ふれあい会等を対象とした研修会の実施  
ふれあい会活動等を行っている担い手を対象の研修会を企画・検討しましたが、感染拡大予防のため開催は見送
りました。 

 
③見守り活動アンケートの実施 

コロナ禍での見守り活動の課題と各団体の工夫などを把握するため、R2 年度上半期報告受付時に各ふれあい
会にアンケート調査を行いました。事務説明会（書面開催）時にアンケート結果について各団体に報告しました。 

 

 ４ 移送サービス事業                                         
 

送迎ボランティアの協力により、通常の交通手段では外出が困難な在宅高齢者や障害者の方を対象に送迎用

福祉車両による送迎サービスを実施しました。横浜市の委託事業として介護保険対象者の通院等を目的とした

「外出支援サービス」 とそれ以外の方を対象とした区社協の送迎サービスの２本立てで実施しています。 

※道路運送法第７９条６及び同法施行規則第５１条の１０の規程に基づいた登録団体として実施 

 【登録番号】関神福第１２６号  
 
（１） 利用状況及び登録者  

① 利用内容                                                （件数） 

利用内容 外出支援 区社協送迎 総 数 

R２年度 医療（通院等） １４ １２ ２６ 

R２年度 福祉サービス利用 他 ０ ０ ０ 

R2年度 合計 １４ １２ ２６ 

R元年度 合計 ２０２ １７ ２１９ 

比較増△減 △１８８ △５ △１９３ 
 
※R２年度は新型コロナ感染症拡大防止に伴い、区社会福祉協議会が運営する福祉有償事業において全区 
で７０歳以上の運転ボランティアの活動を停止しました。それに伴い活動が可能なボランティアが減少し、
利用者の希望に沿うことが難しい状況となりました。利用されている方には、手紙と電話にてその旨を説明
し、ご理解いただきました。 
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② 新規利用登録者                                                （人数） 

新規利用登録 外出支援 区社協送迎 総 数 

R２年度登録者 ０ ０ ０ 

R元年度登録者 ０ ０ ０ 

比較増△減 ０ ０ ０ 

    ※R２年度は新型コロナ感染症拡大防止に伴い、区社会福祉協議会が運営する福祉有償事業において全区 

で新規受け入れを停止しました。 
 

（２） 送迎ボランティア育成・支援 

 ①  送迎ボランティア登録者数 

年度 人数 

R２年度登録者 ３ 

R元年度登録者 ７ 

比較増△減 △４ 
 

② 送迎ボランティアミーティングの開催 

送迎サービスの運転ボランティアを対象に情報提供・情報交換のためのミーティングを実施しました。 

月日・場所 内容 参加人数 

８月６日（木） 

西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

○送迎サービス事故発生状況についての報告 

○事故発生時の手順、ドライブレコーダーの必要性について 

○ボランティア活動保険について 

〇安全運転研修について 

○情報交換 他 

３名 

   
③ 研修 

西区社会福祉協議会で外部講師による「安全運転研修会」を開催し、ボランティアの方が参加しました。 

月日・場所 内 容 参加人数 

１１月１９日(木) 

西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

〇運転適性検査（警視庁Ｋ２方式） 

〇視力検査 

〇安全運転講習（座学） 

〇評価、意見交換 他 

３名 

 

 ５ 交通遺児等への支援                                              
 

（１） 交通遺児援護金の交付 

区内の２０歳未満の交通遺児を抱える世帯に対し、事故見舞金や入学・卒業の激励金を交付する事業ですが、

令和２年度は０件でした。 
 
（２） 低所得者援護費の給付 

行路病人に対して援護金を区民児協が給付しました。 

給付件数 内容 金額 

R２年度 ２７件 旅費２７件     ９，６８０円 

R元年度 ４３件 旅費４３件  １２，１１０円 

比較増△減   △２，４３０円 
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（３） 小災害見舞金の交付 

区内で小災害（台風、火事等）に被災された世帯に対し見舞金を交付しました。 
 

災害発生日 件数・内容 金額 

６月１８日（木） 火災 ２件、死亡 １件 １５，０００円 

２月２０日（土） 火災 １件 ５，０００円 

３月 ６日（土） 火災 ６件 ３０，０００円 

R２年度 合計 火災 ９件、死亡 １件 ５０，０００円 

 

R１年度 合計   火災 ２件、風水害 ２９件  １５５，０００円 
 
 

 ６ 移動情報センター                                       
 

障害のある方やご家族、支援者等からの移動に関する相談に応じて、サービス事業者やボランティア等の紹介・コ

ーディネートを行いました。また、ガイドボランティア事業として、移動支援に関わるボランティア等の発掘・育成に向け

た取り組みを行いました。その他、広報紙やホームページ等を活用した移動情報センターの周知、サービス事業者等

の移動支援に関する情報の収集・更新に努めました。 

※横浜市より業務委託を受け、平成３０年１月から「西区移動情報センター」を開設しています。 
 

（１） 相談対応・コーディネート 

相談件数：６７件 

障害種別： 

身体 知的 精神 その他 

１２件 ４０件 １１件 ４件 

相談内容： 

通院等必要不可

欠な外出 

余暇等社会参加

のための外出 
通学 通所 制度説明 その他 

９件 ９件 １６件 ２４件 １件 ８件 

調整件数：６５４件 

電話 メール、ＦＡＸ等 来所 訪問  フォローアップ 

６０１件 １３件 ２６件 １４件 １２９件 

（２） 移動情報センター推進会議の開催 

月日 内容 人数 

９月（書面協議） 
○相談実績・対応状況について 

○R元年度事業計画・年間予定について 
－ 

１２月（書面協議） 

○相談実績・対応状況について 

○下半期の取組について（センター周知、ガイドボランティア募集 他） 

○今後の移動所法センターの取組・方向性について 

 （当事者の参加、重心アンケート、障害理解・啓発 他） 

－ 

３月（書面協議） 
○相談実績・対応状況について 

○広報用事例紹介（チラシ）について 
－ 
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（３） 横浜市ガイドボランティアの養成・コーディネート 

ボランティアによる付き添いの相談に対して、既存のガイドボランティアだけでなくボランティアセンターと連携しての

調整を行いました。また、相談者の近隣地域にて、自治会町内会や民生委員へ相談するなど、新規ボランティア募集

を図りました。 

コーディネート後は、ガイドボランティアと支援対象者との初回顔合わせや慣れるまでの活動へ同行、活動後の状

況確認など、活動が安心できるとともに、疑問を解消しながら経験を重ねていけるように努めました。 
 

①登録者数： 

支援対象者 ガイドボランティア 

１９名 ２６名 
 

②活動状況： 【通学】 １６７件   【通所】 ４９件   【一般】 ３４件   【余暇】 ０件 

※上記活動状況に含まれない件数として、以下の活動あり 

〇西区の支援対象者に対する他区のガイドボランティア登録者による活動 

〇西区のガイドボランティア登録者によるガイドボランティア事業対象外のボランティア活動 

 

 Ⅶ 福祉情報発信機能の充実                              
 

 １ 広報紙の発行・ホームページの活用                               
 

（１） 広報紙の発行 
区社協のＰＲや地域の福祉活動の紹介、ボランティア関係情報の提供を通じて、区民に福祉への理解を深めて

もらうことを目的としてタウンニュース紙面に掲載し、年２回発行しました。西区内のタウンニュース中・西版が届か

ない地域へは戸別にお届けするとともに、区内施設等へ配架を依頼し、広報を行いました。 
 

  ① 広報紙「もくせい」の発行 

発行月 内 容 発行部数 

７月 

（第８０号） 

○ジョンソン株式会社様から多額のご寄付をいただきました 

○社協からのお知らせ（各種講座・イベント情報等） 

○その他：令和元年度事業報告・決算、令和２年度事業計画・予算、賛 

助会員・善意銀行のお礼 他 

４３，５００部 

１月 

（第８１号） 

○障害のある方のための外出相談窓口 

○社協からのお知らせ（フードドライブ、助成金案内 等） 

○その他：赤い羽根共同募金、賛助会員・善意銀行のお礼 他 

 

４３，５００部 

 
（２） ホームページの活用 

区社協ＰＲやボランティア講座等の周知に活用すると共に、随時更新しました。また併せてフェイスブックページ

の作成を行い、随時更新を行いました。 
 

西区社協ホームページ（http://www.yoko-nishishakyo.jp/） 

西区社協フェイスブック（https://www.facebook.com/yokonishisya） 

R２年度更新回数 ４０回 

R元年度更新回数 １０８回 
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 Ⅷ 西区地域福祉保健計画の推進                          
 

 １ 第３期西区地域福祉保健計画の推進               
 

平成２２年度より「西区社協地域福祉活動計画」と「西区地域福祉保健計画」を一体的に策定しています。 

令和２年度は「第３期西区地域福祉保健計画（にこやか しあわせ くらしのまちプラン）の５年目となり、区役所・

地域ケアプラザとともに地区支援チームの一員として計画を推進・支援しました。 
 
（１） にこまち助成金の配分 （再掲） 

横浜市に寄附された約１億円を財源とし平成２２年に設置された「にこまち基金」事業として、にこまちプラン(西

区地域福祉保健計画)」を推進していく活動を支援するため、つぎの団体へ助成しました。 

 （①申請金額が５万円以下のもの（会長決裁で決定） ②申請金額が５万円を超えるもの（審査委員会） 

申請区分 団体数 助成金額 

Ａ区分 （まちづくり） ７団体 
<申請金額５万円以下>：    ４団体    １７０，０００円 

<申請金額５万円を超える>：  ３団体    ７１８，０００円 

Ｂ区分 （サービスづくり） ６団体 
<申請金額５万円以下>：    ３団体    １５０，０００円 

<申請金額５万円を超える>：  ３団体    ５１０，０００円 

Ｃ区分 （人づくり） ０団体 
<申請金額５万円以下>：     －        － 

<申請金額５万円を超える>：  －        － 

合 計 13団体 1，548,000円 

（詳細はＰ３２別表４を参照）   
（２） ＮＴＰ（にこまちトライプロジェクト）による事業展開 
テーマ別に（高齢、障害、子ども）区全体の課題解決に向けて、「ＮＴＰ（にこまちトライプロジェクト）」と称して具体

的な取り組みを行いました。 
 

 【高齢分野】 
  

 ハマのオヤジゼミナールの開催 

退職後またはこれから定年を迎える男性などを対象に、地域での仲間づくりやボランティア活動へつながるきっ

かけづくりとして、導入編の講座を予定していましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となりました。 
 
「つながる！ボランティア入門講座」 

  
 【障害分野】  

 出会いの場づくり事業実施に向けた取り組み 
新型コロナウイルス感染拡大の影響に伴い、出会いの場づくり事業自体の実施はできませんでしたが、今後の

開催方法の検討として、障害福祉関係分科会の場において、施設と分科会会場をオンラインでつなぎ、当事者

の生の声を聴く場を設けました。 
 

【子ども分野】  

連絡会準備等の実施 

子どもに関する施設職員、地域の活動者、区、ケアプラザが集まり、学齢期の子どもの居場所づくりを進める 

目的で意見交換、居場所情報交換会の企画を行いました。 
 

月日 検討ﾒﾝﾊﾞー  

第１回  １１月 ４日（水）   ９名 

1月15日（金） 

福祉保健活動拠点 

フクシア 

「つながる！ボランティア入門講座」 

※上記入門講座と、退職後またはこれから定年を迎える男性などを対象

に、地域での仲間づくりやボランティア活動へつながるきっかけづくりとして例

年開催する『ハマのオヤジゼミナール』事業と兼ねて企画しました。 

中止 

（緊急事態宣言

下のため） 
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（３）にこまち講座の開催（区との共催） 

西区地域福祉保健計画（にこまちプラン）の推進に向け、９月に「地域共生社会についての理解啓発」を趣旨とし

た講座を予定していましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から次年度へ延期となりました。 
 
（４） にこまちフォーラム 

例年、「にこやか しあわせ くらしのまちプラン」の第３期計画取組推進に向けての基調講演と発表会を西区役

所・地域ケアプラザと共催で開催していましたが、令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、開催に

ついては延期となりました。 
 

 

 

 ２ 地区支援チームへの参画                                    
 

各地区が地区別計画を推進するにあたり、区役所・地域ケアプラザ・区社協が地区支援チームとして協働し、チ

ームでの打合せや各地区別懇談会等へ参加しました。 
 

 

 

 ３ 第４期西区地域福祉保健計画策定に向けた検討                       
 
第４期西区地域福祉保健計画（にこまちプラン）策定のために、区役所所管課と協働して、定例の打合せ会議や

第４期計画策定の検討作業を行いました。 
  

月 日 ・ 内 容 

■第４期計画策定に向けた検討 

第４期計画の策定検討のために、地域活動団体や福祉保健活動団体の代表者で構成される「西区地域

福祉保健計画策定検討会」を開催しました。 
 

   第１回： ８月 ３日（月）  「策定スケジュールおよび第4期計画の考え方」 

                    意見交換： 第４期に向けた課題や取り組むべき点 

   第２回：１１月 ２日（月）  「第４期区全体計画の取組の全体像について」 

                    意見交換： 目標１～５の具体的取組について 

 

■第４期区全体計画策定に向けた検討 

第４期区全体計画の策定に向けて、区社協の取組についての策定シートを作成。その後、区役所各課の

取組ヒアリングに同席し、意見交換をおこないました。 

   ９月 ７日（月） ： 子ども家庭支援担当 

   ９月１１日（金） ： 生活支援担当 

   ９月１７日（木） ： 障害支援担当／高齢支援担当 

               

■定例打合せ 

  愛知東邦大学の西尾敦史教授を、《にこまちプラン策定アドバイザー》に迎えて、第４期計画策定の過程につ

いて協議を行いました。 

第１回：４月２０日（月）   第２回：７月１３日（月）   第３回：１０月９日（金） 
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 Ⅸ 横浜市西区福祉保健活動拠点「フクシア」の運営 （重点項目）            
 

 １ 拠点の管理・運営                                          
平成２９年度より第３期の指定管理者となり、「地域における市民の自主的な福祉保健活動のための場」として多

くの方に活用いただけるよう運営を行いました。また、新型コロナウイルス感染拡大防止のため各部屋に飛沫防止

用のアクリル板パネル、加湿器・空気清浄機を設置し、安心してご利用いただけるよう整備しました。 
 

（１） 登録状況 
    ①利用登録団体  ２５０団体   

ボランティア・市民活動団体 障害児者等当事者団体 
その他 

（地域団体､福祉保健職域団体） 

１０８団体 ４７団体 ９５団体 
 

②メールボックス使用団体  ２４団体 （２４個中） 

③ロッカー使用団体      ４０団体 （４０個中) 
  

（２） 利用状況 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため R2.4. 1～R2.5.31 終日閉館、 

R2.6. 1～R2.6.30 17時閉館 

R3.1.12～R3.3.21 20時閉館  
部屋名 利用件数・利用率  

 R元年度 R２年度 比較増減 

団体交流室 ９３５件 ６０.６％ ４６０件 ４２.７％ △４７５ 

多目的研修室 ８２５件 ７２.４％ ５７６件 ６７.０％ △２４９ 

点字製作室 ６０８件 ５４.２％ １６６件 １９.６％ △４４２ 

録 音 室 １０２件 ９.８％ １０５件 １２.８％ ３ 

対面朗読室・編集室 ６７９件 ５７.５％ ２７７件 ３１.０％ △４０２ 

全  体 ３,１４９件 ５０.８％ １,５８４件 ３５.５％ △１,５６５ 
 
（３） 利用調整会議 

令和３年４月１日からの貸室利用方法の変更に伴い、「令和2年度改訂版利用の手引き」と共に利用に当たって

の注意事項を伝達することを目的として実施しました。また、新型コロナウイルス拡大防止の観点から複数回に分け

て人数制限をして開催し、ロッカー・メールボックスの抽選については集合型ではなく公開形式で実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 
 
（４） 意見箱の設置 

   団体交流室に市社協のシステムである「ご意見箱」を設置。いただいたご意見に対して改善等を行いました。 
 
（５） 個別専門相談「よこはま LGBT相談」の共同開催について 

横浜市市民局人権課及び特定非営利活動法人SHIPと連携した相談会を定期的に実施、性的少数者支援を 

行いました。 

相談日： １２日（毎月１回）     相談件数：１０件 

月日・場所 内 容 参加数 

９月１３日（日）・１４日（月）・

１５日（火） 

西区福祉保健活動拠点 

○貸室利用方法の変更について 

○新型コロナウイルス感染症拡大防止の対応に

ついて 

２２団体 ２４名 

２月１９日（金） 

西区福祉保健活動拠点 
〇ロッカー・メールボックスの抽選 書面にて実施 
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  ２ ボランティア等の地域福祉保健活動に関する相談及び育成                                       
 

福祉保健活動拠点の利用団体に対して、ボランティアに関する相談（活動先の紹介、ボランティア保険の案内

など）やボランティア講座の案内、助成金制度の案内等を通じて活動の発展・啓発を図りました。 

また、フードドライブや善意銀行への寄付物品について、活動の一助としてもらうため、必要とする団体に適宜ア

ナウンス・配分しました。 

 

 

 

Ⅹ 法人運営                                         
 

 １ 事業推進体制の充実                                       
 

（１）会員 

  ① 正会員                            ②賛助会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       

② 会員の拡充 

区社協の持つネットワークを広げ、地域における活動支援をより積極的に進めるため、会員拡充を図りました。 

入会団体 ：４団体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉施設 ３３ 

 

法人･団体 ６８ 

民生委員児童委員 １２４ 個  人 １００ 

地区社会福祉協議会 ６ 賛助会員合計   １６８ 

地区連合自治会・町内会 ６ 

賛助会費合計② 

法人･団体 399,000円 

個  人   260,000円 

＝ 659,000円 

自治会町内会 ９３ 

障害者団体等当事者団体 １３ 

ボランティア・市民活動団体 １７ 

社会福祉関係団体 １９ 

行政機関 ４ 

学識経験者 １ 

正会員合計 ３１６ 

正会員会費合計① 1,047,000円  会費合計 ① +②  1,706,000円 
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（２） 部会・分科会・委員会 

会員同士の交流や課題検討、助成金審査等のため、各種会議を開催しました。 
 

① 分科会 
 

【地区社協分科会】 

地区社協会長・副会長、事務局長等、地区社協役員の方が広く出席し、地区社協間の意見交換･課題検討を行い

ました。（年６回開催）   ※緊急事態宣言の期間は開催を中止しました 

月日 主な議題 結果 人数 

６月２５日（木） 

○令和２年度地区社協助成金、賛助会費について 

○令和２年度西区社協事業について 

〇地区社協等への寄付金配分について 他 

全て承認

された 

 

２６名 

７月３０日（木） 

○企業等からの各所寄贈物品について 

〇「にこまちプラン」の進捗状況について 

〇これからの地域活動について【意見交換】 他 

２３名 

９月２４日（木） 

○西区社協功労者表彰候補者の推薦について 

○地区社協全体会の事例報告について 

○共同募金運動について  

○地区社協カレンダーについて 

○西区福祉保健活動拠点貸室利用方法の改正について  

○コロナ禍でのこれからの地域活動に向けて【意見交換】 他 

２８名 

１０月２２日（木） 

○青少年交流活動スペース「さくらリビング」について 

○児童家庭支援センター「らいく」について 

〇共同募金と年末たすけあい募金について 

○第4期にこまちプラン地区別計画の策定状況について 

○社会福祉実習生の発表 他 

３３名 

１２月２４日（木） 

○年末たすけあい募金助成金について 

○地区社協カレンダーについて  

○つながりが生み出すにこやかな暮らし～身近な地域の取組紹介【報告】 

○地区社協検討会報告 

○生活支援資金特例貸付状況について 他 

２３名 

１月２８日（木）  ＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 - 

３月２３日（火） 

○理事・各所委員党候補者の推薦について 

○次年度地区社協分科会・研修会、助成金等について 

○地域で見守りガイドブック取組報告について 

〇地区社協助成金申請・報告について  

○区社協各種助成金情報について 他 

２５名 

※場所は、10月は青少年交流活動スペース「さくらリビング」 
そのほかは、すべて西区福祉保健活動拠点「フクシア」です。 
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 【高齢者福祉関係分科会】 

月日 議 題 結果 人数 

７月２２日（水） 
○本年度区社協事業計画について 

○情報交換・意見交換 他 
全て承認

された 

 

１１名 

１０月２８日(水) 
○コロナ禍での各団体・施設の活動状況と課題について 

○第4期西区地域福祉保健計画について 他 
１４名 

３月２９日（月） 
○理事・評議員候補者の推薦について 

○本会次年度事業計画について 他 
７名 

※場所はすべて西区福祉保健活動拠点「フクシア」です。 

 

【障害福祉関係分科会】 

月日 議 題 結果 人数 

７月３１日（金） 

○本年度西区社協事業計画について 

○新型コロナの影響及び自粛期間中の活動について 

〇本年度分科会について 他 
全て承認

された 

２５名 

（１９団体） 

１０月２３日（金） 
○コロナ禍における障害者支援の取り組みについて 

○出会いの場づくり事業について 他 

２６名 

（１６団体） 

３月２６日（金） 
○理事・評議員候補者の推薦について 

〇次年度西区社協事業計画（案）について 他 

１５名 

（１０団体） 
 

※場所はすべて西区福祉保健活動拠点「フクシア」です。 

 

【児童福祉関係分科会】 

月日 議  題 結果 人数 

８月２５日（火） 

○本年度西区社協事業計画について 

○本年度分科会の活動について 

○新型コロナの影響、自粛期間中の活動について 他 全て承認

された 

１７名 

３月２６日（金） 
○理事・評議員候補者の推薦について 

〇次年度西区社協事業計画（案）について 他 
６名 

※場所はすべて西区福祉保健活動拠点「フクシア」です。 
 

 

 【ボランティア・市民活動分科会】 

月日 議  題 結果 人数 

９月２８日（月） 
○令和２年度 区社協事業計画について 

○情報交換・意見交換 など 

全て承認

された 
１４名 

 ※場所はすべて西区福祉保健活動拠点「フクシア」です。 
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② 委員会 

【社会福祉功労者表彰審査会】 

月日 議 題 結果 人数 

１１月１７日（火） 〇第3９回西区社会福祉功労者被推薦者の審査について 
全て承認 

された 
７名 

 

【助成金等審査委員会】 

月日 議 題  結果 人数 

６月３０日（火） 

（決議の省略で実施） 

○令和元年度西区社協ふれあい助成金配分結果について 

〇令和元年度西区社協会員助成金配分結果 

○令和２年度西区社協ふれあい助成金交付審査について 

〇令和２年度西区社協会員助成金交付審査について 

新型コロナウイルス感

染拡大防止のため、委

員全員の文書による同

意を得て決議された。 

１１月１９日（木） 

○令和２年度 第１回助成金等審査委員会 報告について 

○年末たすけあい募金助成の審査について 

〇令和２年度 年末たすけあい募金 地区社協助成について 

全て承認 

された 
６名 

 
 
【にこまち助成金審査委員会】 

月日 議 題 結果 人数 

６月２６日（金） 

○前回審査委員会の報告について 

○令和２年度にこまち助成金 第２回受付分の審査について 

○にこまち助成金の課題検討について 

  ～助成金制度／実施要領改正に対する意見収集～ 

全て承認さ

れた 

７名 

８月２０日（木） 
○にこまち助成金の課題検討について 

  ～助成金制度／実施要領等の改正について検討～ 
７名 

１０月３０日（金） 
○にこまち助成金の課題検討について 

  ～助成金制度／実施要領等の改正について検討～ 

  ～様式／周知チラシ（案）に対する検討～ 

 ７名 

３月１９日（金） 
○令和３年度にこまち助成金 第１回受付分の審査について 
○にこまち助成金の課題検討について 
  ～コロナ禍における助成金精算<特例>ルールの検討～ 

４名 

 
【ボランティアセンター運営委員会】 

月日 議 題 結果 人数 

８月２４日（月） 

○令和元年度ボランティアセンター事業報告について 

○令和２年度ボランティアセンター事業予定について 

○善意銀行配分金について 

○ボランティアコーディネートについて  

全て承認

された 
５名 

２月２２日（月） ＊新型コロナウィルス感染拡大防止のため開催延期  ― 

 
【評議員選任・解任委員会】 

月日 議 題 結果 人数 

第１回 

６月１４（日） 
※決議が承認された日 

１．評議員の選任について 
全て承認

された 
４名 
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 ２ 理事会・評議員会等                                          
 
（１） 理事会・評議員会・監事会 
 

①  理事会                        ※すべての議題等について承認、または確認されました。 

月 日 議 題 人数・結果 

第１回 

 

６月 

（決議の省略で実施） 

１．令和元年度事業報告並びに決算案について 

２．監事監査報告について 

３．評議員選任･解任委員会の招集 並びに 

本会評議員選任候補者の推薦について 

４．定時評議員会の招集並びに議題について 

新型コロナウイルス

感染拡大防止のた

め、理事全員の文

書による同意を得

て決議された。 

第２回 

 

１１月５日（木） 

１．会員の入会について 

２．令和２年度補正予算案について 

３．第３９回西区社会福祉功労者表彰式について 

４．西区福祉保健活動拠点「フクシア」次期指定管理者応募について 

５．評議員会の招集並びに議題について 

理事１０名 

監事 ２名 

第３回 

 

３月 

（決議の省略で実施） 

１．会員の入会について 
２．令和３年度事業計画案並びに予算案について 
３．令和２年度補正予算案について 

４．役員等賠償責任保険契約の内容について 

５．評議員選任･解任委員会運営規則の一部改正について 
６．評議員会の開催（決議の省略）並びに議題について 

新型コロナウイルス
感染拡大防止のた
め、理事全員の文
書による同意を得
て決議された。 

※第２回の場所は西区福祉保健活動拠点「フクシア」です。 
  
  ② 評議員会                      ※すべての議題等について承認、または確認されました。 

月 日 議 題 人数    

第１回 

 

６月 

（決議の省略で実施） 

１．令和元年度事業報告並びに決算案について 

２．監事監査報告について 

新型コロナウイルス

感染拡大防止のた

め、評議員全員の文

書による同意を得て

決議された。    

第２回 

１２月２日（水） 

１．令和２年度補正予算案について 

２．職員就業規程の改正ついて 

評議員１６名 

監事  ２名     

第３回 

３月 

（決議の省略で実施） 

１．令和３年度事業計画案並びに予算案について 
２．令和２年度補正予算案について 
３．経理規程の一部改正について 

新型コロナウイルス
感染拡大防止のた
め、評議員全員の文
書による同意を得て
決議された。     

※第２回の場所は西区福祉保健活動拠点「フクシア」です。   
 
③ 監事会                        ※すべての議題等について承認、または確認されました。 

月日・場所 内容 人数 

５月２７日（水） 
西区福祉保健活動拠

点「フクシア」 
１．令和元年度事業報告・決算（案）について 監事 ３名 
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２ 適切な法人運営                                           
（１）適切な法人運営 
➀個人情報の適切な管理 
「個人情報保護法」と区社協「個人情報の保護に関する規程」に則り、適切な個人情報の管理を行いました。 

 
②情報公開 

 「社会福祉法」及び本会「情報公開に関する規程」に則り、適切な情報公開を行いました。 
Ｒ２ 情報公開請求 0件 

 
③苦情受付   

「苦情解決規程」に則り、受付体制を整えています。R2受付件数 0件 
 
（２）職員の資質向上等 

   人材育成計画に基づき、法人内研修の他、外部機関が実施する研修等へ積極的に参加し、能力開発・資質の

向上に努めました。 
    
（３）区社協活動財源の確保 

➀区社協事業の見直し 
     持続可能な組織運営と財政の健全化に向け、収入に見合った事業の見直しを行うとともに、事業費・事務費の

経費削減の徹底を図りました。 
 

②区社協活動財源の確保  
    会費・賛助会費・共同募金・年末たすけあい募金等の自主財源確保に努めるとともに、地域の福祉活動を支援

する財源確保に努めました。 
 

３ 社会福祉充実計画                                           
  

  社会福祉充実計画の推進 
平成２９年度に策定した社会福祉充実計画に沿って実施しました。 

 

（１）社会福祉功労者表彰（永年勤続者表彰） 

区内で地域福祉活動やボランティア活動、福祉施設や事業所等で勤務する職員（常勤及び非常勤職員）で功労

のあった方に対し、表彰式典を開催予定でしたが、緊急事態宣言下のため式典開催は控え、受賞者に表彰状・記

念品の贈呈を行いました（郵送）。 

月日・場所 内容 人数 

２月１３日（土） 

西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

※緊急事態宣言下のため式典の開催は中止 

受賞者 ・地域福祉活動功労者     ４２名 

・永年勤続者（常勤）       １２名 

・永年勤続者（非常勤）      ７名 

－ 

 
  （２）社会福祉施設等への書籍配布 
   社会福祉施設従事者等を対象とした研修を予定していましたが新型コロナウイルス感染拡大防止のために研修
会を中止し、社会福祉施設長等が施設を運営する上で必要な人事・労務管理・社会福祉施設の役割(使命)に関す
る内容をまとめた書籍を各施設に配布しました。 

 

 

 ⅩⅠ 福祉関係団体への運営協力・支援                           
  

次の福祉関係団体と連携及びサポートを行いました。 

 

神奈川県共同募金会横浜市西区支会 日本赤十字社横浜市西区地区委員会   

西保護司会 西区更生保護女性会 

西区遺族会  


